
1．活動の名称

２．活動の概要

３．取組内容

平成２９年度　しが生物多様性大賞　受賞活動

トンボ79大作戦 ～湖東地域のトンボを救え！～

目的・目標
湖東地域の生物多様性保全を目指し、水との関わりが深く滋賀県らしい「ト
ンボ」をテーマに、多様な主体がつながり楽しみながら保全活動に取り組
む。

活動エリア
湖東地域（滋賀県の区分（滋賀県ホームページ）による湖東地域に加え、南
部地域・甲賀地域・東近江地域を含む範囲を指す）

活動時期 春・夏・秋のトンボの生息状況調査及び観察会など年間を通して

　生物多様性 湖東地域ネットワークは、滋賀県の湖東地域に事業所を構える旭化成株
式会社（守山製造所）、旭化成住工株式会社（滋賀工場）、積水樹脂株式会社（滋賀工
場）、株式会社ダイフク（滋賀事業所）の4社が、湖東地域の生物多様性保全を目的に協
働で活動する団体です。
　4社は以前から単独の取り組みを行いながら交流会を通じて情報共有を図ってきまし
た。そのなかで、広域にわたるエコロジカル・ネットワークの保全と社会に与えるインパク
トは依然小さいという課題を共有しました。そこで、多様な主体が繋がるプラットフォーム
の構築を念頭に置きながら、生物多様性の保全や地域貢献を目指した「生物多様性 湖
東地域ネットワーク（以下湖東地域NW）」の取り組みを開始しました。
　湖東地域NWでは、水との関わりが深く滋賀県らしい「トンボ」をテーマに、多様な主体
が楽しみながら活動に参加できるよう「トンボ79大作戦 ～湖東地域のトンボを救え！」を
掲げ活動しています。

【活動内容】　トンボ79大作戦 ～湖東地域のトンボを救え！
　作戦① 湖東地域の79種を探そう！
　・まずはトンボ採りをすることで、自然と仲よくなる。
　・身近な場所でトンボを通じて現状を知り、何が大切なのかを体験する。
　作戦② 湖東地域のトンボを守ろう！
　・湖東地域にくらす希少なトンボやその生育環境を守ることで、
　　他の生きものたちや自然を広く守ることにつなげる。
　作戦③ みんなに知らせよう！
　・自然の大切さや守ることの必要性をたくさんの人に知らせ、
　　地域の自然のことを少しでも考えるきっかけをつくる。

トンボの生息状況調査 トンボ観察会



４．今後の課題・将来像等

５．連絡先等

旭化成株式会社　守山製造所
　所在地：滋賀県守山市小島町515
　TEL：077-581-4081　　FAX：077-581-4005
　担当：環境安全部　渡邉共則

　湖東地域NWはトンボ79大作戦で掲げた3つの作戦を計画的に実行しています。
　作戦①「湖東地域の79種のトンボを探そう！」では、平成28年、29年のトンボ調査で、
湖東地域に生息するトンボ79種のうち、54種のトンボを事業所及び周辺地域において
確認できました。
　作戦② 「湖東地域のトンボを守ろう！」では、調査結果に基づき、トンボの保全アク
ションを実行しています。実施したアクションについては、保全アクションのカテゴリを整
理し、ノウハウの共有を図っています。
作戦③ 「みんなに知らせよう！」では、滋賀県で活動する団体が企画したセミナーや、
びわコミ会議などでの活動発表、琵琶湖博物館でのパネル展示を通じて発信を行って
います。

　これまでの活動を通じた課題は、トンボ79大作戦の取り組みを、湖東地域の生物多様
性保全につなげるため、活動範囲を「点から面」に拡大させることだと考えています。
　現在、事業所周辺の行政や学校などと連携し、楽しみながら取り組める保全活動の一
環としてトンボ観察会を開催します。
　今後は、トンボ79大作戦の目的、これまでの活動のノウハウの共有を図るため、企
業、NPOや行政が参加できるフィールドセミナーの開催を検討しています。
　フィールドセミナーでは、トンボの生息状況調査方法、トンボの保全や多様な主体と連
携を図るためのノウハウを共有することで、楽しく継続的にトンボ79大作戦に関わっても
らえる主体とのつながりを作りたいと考えています。

　湖東地域NWでは、「トンボ79大作戦　～湖東地域のトンボを救え！～」の
　参加団体（企業、ＮＰＯ、自治会、学校など）を募集しています
　・生物多様性保全活動に取り組みたいが何をしていいかわからない
　・現在の活動を推進するため、多様な主体と連携して活動に取り組みたい
　・地域とつながりを持ちながら生物多様性保全活動に取り組みたい
　・保全活動を定量的に評価したい
　

　


